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【削減状況の自己評価】

ｔCO2

⑤

指標の状況

達成率等ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

関連数値(令和 元対象事業の名称

基準年度

（該当事業者のみ記入）

元 ）年度

ベンチマーク指標

ｔCO2

年度)

くらしき健康福祉プラザ 1,291

令和 元 箇年度）

未達達成2.0

① 水島清掃工場

目標削減率

2,236

元

）年度削減実績

計画期間：

④ 玉島下水処理場

⑥

② 本庁舎

1

令和目標年度(

本票作成

分類
コード

事業の
概　要

④

部署名：

番号

③CO2換算3,000t以上

98

倉敷市児島小川町3695

（●工場等の数 775 所 ●車両台数（②該当の場合）

倉敷市水島川崎通1-1-4

倉敷市玉島乙島8255-4

台）

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

元

（令和

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

③ 水島下水処理場 倉敷市水島西通1丁目

倉敷市
710 -8565

業種名：地方公務

地方公務　職員：3,443人

ｔCO2

本庁舎 倉敷市西中新田640

玉島下水処理場

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

72,479

②

ｔCO2

)年度排出量

75,866

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

水島清掃工場

倉敷市西中新田640

環境リサイクル局環境政策部環境政策課

くらしき健康福祉プラザ 倉敷市笹沖180

児島下水処理場

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台，ﾀｸｼｰ250台以上

・エネルギー起源CO2排出量は昨年度比87％(H30:34,699tCO2→Ｒ1:30,112tCO2)と削減でき，非エネ
ルギ―起源CO2排出量は昨年度比103％(H30:41,167tCO2→Ｒ1:42,367tCO2)は増加したものの，市全体
としてCO2排出量は昨年度比－4％(H30:75,866tCO2→Ｒ1:72,479tCO2)の削減となり，目標は達成し
た。
・昨年度データは「平成30年7月豪雨」等の影響もあるため，単純な比較は難しいが，市庁舎や道路
照明でのＬＥＤ化等の設備投資により，エネルギー起源CO2については着実に削減している。

⑥

2,840

42,367

⑤

温室効果ガス

目標年度

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

ｔCO2

令和

目標達成

③ 水島下水処理場

）年度排出量

元

年度)

元

元

4.5

1,039

ｔCO2

1,439

児島下水処理場

工場等の名称

ｔCO2

原単位当たり排出量

74,349

年度)基準年度(平成 30 令和

CO2/( CO2/( CO2/(



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】

工場等の名称

　 無

その他

その他

県内で
の取組

公共施設への太陽光発電システム導入

　 無

　 無
県内で
の取組

・温室効果ガス排出削減と省エネルギーを総合的に推進するため，「省エネ・温暖化対策推進委員
会」を平成22年度より，毎年運用している。
・エネルギー起源CO2排出量の削減は，エネルギー管理規定を策定し，特定事業者としてエネルギー
管理体制を継続的に整備し推進している。
・非エネルギー起源CO2排出量の削減は，廃棄物量の削減，分別収集等について事業者，市民の協力
を得ながら取り組んでいる。

有　

実施した措置及び今後の取組の内容

（令和元年度実施分）
街路灯及び道路照明

支所　他

倉敷市ファッションセンター
他

（今後実施予定分）
街路灯及び道路照明

支所，市民会館　他

市民会館，短期大学　他

（令和元年度実施分）
・街路灯及び道路照明び公園照明のＬＥＤ化

・蛍光灯照明のＬＥＤ化

・空調・給湯設備の高効率化

（今後実施予定分）
・街路灯及び道路照明び公園照明のＬＥＤ化　(CO2削減量　約650t/年）

・蛍光灯照明のＬＥＤ化　（CO2削減量 約700ｔ/年）

・空調・給湯設備の高効率化　（CO2削減量 約92ｔ/年）


